
                                                             

 

（第２号様式）   
     令和６年４月 15日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立 旭高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 12日実施） 

総合評価（３月 26日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①カリキュラム
マネジメントの
視点から魅力あ
る教育課程を編
成し、運用・改
善する。 
 
②授業改善に組
織 的 に 取 り 組
み、基礎学力の
定着を図り、思
考・判断・表現
する力を伸長す
ることで、主体
的に活動できる
人材、いつでも
社会に出られる
人 材 を 育 成 す
る。 

①編成した教育課程

を運用し、一人ひと

りの生徒に寄り添え

るよう改善に努め

る。 
 

②ICT の活用を進め

るとともに、生徒が

主体的に学習し、深

い学びにつながるよ

う授業改善に組織的

に取り組む。 

①各年次での課題
について調査・分
析し、次年度へ向
けて改善に努め
る。 
  
  
②ICT の活用を進
めるとともに、生
徒が主体的に学習
し、深い学びにつ
ながるよう、テー
マを設定し授業改
善に組織的に取り
組む。 

①明らかになった課

題に対し、具体的な

方向性を打ち出すこ

とができたか。 

  
 

②ICT の活用を進める

とともに、生徒が主

体的に学習し、深い

学びにつながるよ

う、テーマを設定し

授業改善に組織的に

取り組むことができ

たか。 

①カリキュラムマネジメ
ントの視点から教育課程
編成指針に沿って編成し
た教育課程について進路
別の選択方法や授業展開
について分析・検討を行
った。    
  
②ICT の活用を進めるとと
もに、生徒が主体的に学
習し、深い学びにつなが
るよう資料の提示や、各
教科での検討を行った。 

①多様な進路選択に対応できるよ

う、継続して検討を進める。ま

た、展開の仕方や講座人数などに

ついても今後検討を進めていく。  

 

 

 

②設定したテーマに沿った授業実

践や授業見学を行うことで、生徒

の主体的な学びについて職員の理

解や共有が進み、ICTの活用の重

要性を再認識できた。今後どのよ

うに発展的に活用し、個別最適な

授業を行っていくかの検討など更

なる組織的な授業改善に取り組ん

でいきたい。 

 

①多様な進路選択に
対応できるよう、カ
リキュラムマネジメ
ントに継続して検討
を進めてほしい。 
 
 
②ICT の活用につい
て、海外の学校とオ
ンラインで交流する
授業を企画するな
ど、習得してきた英
語でコミュニケーシ
ョンにチャレンジさ
せてみる。１人１台
タブレットの導入で
どのような変化があ
ったか知りたい。 

①多様な進路選
択に対応できる
よう、カリキュ
ラムを継続して
検討をした。 
 
 
②生徒の主体的
な学習につなが
るよう授業改善
に取り組んだ。
ICTの活用につい
て、ハード面が
整ったので、ソ
フト面での充実
を図る取り組み
を し て い き た
い。 
 

①多様な進路選択
に対応できるよ
う、カリキュラム
マネジメントに継
続して検討を進め
ていく。 
 
②振り返りをもと
に、個別最適な学
びについてさらな
る授業改善を図っ
ていく。  
ICT を活用し、海
外の学校と交流す
るなど授業で実践
的な機会を創出し
たい。また、タブ
レットの効果につ
いて検証し、より
充実したコンテン
ツを提供できる方
策を考案する。 

２ 
生徒指導・ 
支援 

①基本的な生活
習慣の確立を図
るとともに、社
会の一員として
行動するための
規範意識を高め
る。 
 
②自己理解・他
者理解を深め、
自他を尊重でき
る人間関係を築
き、いつでも社
会に出られる
（社会に通用す
る）コミュニケ
ーション能力を
育む。 

①服装・遅刻・自転
車指導等を組織的に
行い、生徒がルール
を遵守し、望ましい
生活習慣を身に付け
られるための支援に
取り組む。 
 
②自主自律の精神の
もと、生徒主体の行
事運営を行い、自他
を尊重し周りの人と
の信頼関係を築き、
価値観の多様化に対
応できるコミュニケ
ーション能力を身に
付ける。 

①継続的な指導を
行うとともに、新
たな学校生活アン
ケートなどを実施
し、生徒の生活習
慣や実態を把握す
る。 
 
②生徒が主体とな
り、あらゆる視点
から行事の企画・
運営ができるよう
に適切な助言・支
援を行い、「聴
く・伝える・質問
する」力や協調性
を高めるための活
動の場を設ける。 

①生徒の生活習慣が
安定し、生徒が注意
を受ける件数が減少
したか。また生徒の
実態に応じて適切な
支援が行えたか。 
 
 
②生徒主体の活動に
おいて５割以上の生
徒が積極的に取り組
み、満足感や達成感
を実感できたか。ま
た様々な生徒会・ボ
ランティア活動を外
部に向けて発信でき
たか。 
 

①かながわ子どもサポート

ドックを実施することに

より、新たな視点から生

徒の実態を把握すること

ができ、支援につなげる

ことができた。 

 

②文化祭アンケートで「ク

ラスや学校のために積極

的に活動できたか」に対

して 98％の生徒がが「で

きた」「ほぼできた」と

回答した。コロナ禍明け

で制限のなくなった活動

に多くの生徒が積極的に

関わり達成感を得た。 

①服装や頭髪、遅刻について気に

なる生徒が見受けられる。また自

転車の事故が増えているため、生

徒への指導を組織的に継続して行

っていく必要がある。 

 

 

②文化祭での新たな試みとして、

実施の前年度よりスタッフ制度を

設けて準備を開始している。積極

的な取組を、球技大会等の今後の

学校行事にも継承し、耐震工事の

ため体育館が使用できないという

条件の中、生徒たちが自ら創意工

夫して有意義な行事運営ができる

よう支援していきたい。 

①SCや SSWの来校数
が増えたが、家庭の
ことなどで悩みを抱
えていたとしても、
多感な時期の生徒が
自分から進んで相談
に行くのか気にな
る。教員それぞれが
生徒の相談に応じる
ことができるように
なりたい。 
②様々な取組により
生徒たちが自ら創意
工夫して有意義な行
事運営ができるよう
支援してほしい。 

①SC、SSWの来校
日数が増えたこ
とで、生徒や教
職員が相談しや
すい環境が整っ
た。一方で、こ
の仕組みを有効
に使いこなせて
いないところも
ある。 
②文化祭のスタ
ッフ制度導入や
球技大会の自主
運営等、生徒主
体に学校行事が
運営できる仕組
みが確立しつつ
ある。 

①SC、SSW の活用
等について生徒へ
周知するととも
に、教職員が教育
相談に対しての意
識や知識を高めら
れるような教育相
談体制を整える。 
 
②電子プログラム
や結果集計、放送
やオンライン配信
等において、生徒
にタブレットや
ICT を利活用させ
ながら学校行事の
主体的な運営を促
す。 

３ 
進路指導・ 
支援 

①学習意欲に結

び付けるキャリ

ア教育を展開

し、保護者・家

族と共にライフ

プランの実現が

できるようなキ

ャリアデザイン

能力を身につけ

させる。 

 

①卒業後 10 年の将
来像を描き、その実
現に向けて、上級学
校での取り組み、そ
れにつなげる高校で
の取り組みを考え、
意欲的に学習を進め
る。 

①授業だけでな

く、家庭学習の中

でスタディサプリ

を活用し、学力を

伸長する。 

 

①目標を立てるた

めに、情報を精査

し、比較考察す

る。 

①スタディサプリの

取り組み時間など学

習時間が増えたか。 
  

 

 

①目標を設定するた

めの調べ学習などが

できたか。 

①授業での活用以外に、ス

タディサプリを利用して

自学自習を進めている生

徒が見られるようになっ

た。 

 

 

①多くの生徒は、興味関心

に基づき進路情報を集め

比較検討したうえで方向

性を探し、進路決定に至

①スタディサプリを自学自習に利

用する生徒は限られていることか

ら、主体的に学ぶ意欲を身に着け

させ積極的に取り組む姿勢を養え

るように指導方法の見直しが必要

である。 
 

①進路決定に至る取り組みが消極

的で流されている生徒や、就職に

対して明確な意志を持たず、就職

活動に取り組めない生徒がいた。

①学習の機会に、自
分の将来像を描くた
めに何に取り組むべ
きかを考えさせる。
高校での学びを自身
の進路につなげ、自
分は社会にどう貢献
していけばよいかを
考えさせてほしい。 
①報道では、就職に
ついては学生が優位
であると聞くが、進
学ではどうなのか。

①自学自習に取
り組む生徒が少
数ではあるが見
られるようにな
った。進路意識
を高める必要が
ある。 
 
①進学のモチベ
ーションは高い
が、身近なとこ
ろで志望先を選
択する傾向が強

①キャリア形成に
向けた学習を意識
させ、進路ガイダ
ンス等を活用し
て、卒業後や 10
年後の自分をイメ
ージした進路を考
えさせる。 
①視野を広くする
ことで進路選択の
幅を持たせる。そ
のために数多くの
上級学校のオープ



 

 

 

 る過程を踏まえることが

できている。一方、情報

を使えず見通しが甘くな

り、進路決定が遅々とし

て進まない生徒も見受け

られた。 

１年次から段階的に進路意識の醸

成を促すために進路行事の見直し

をするとともに、学校型選抜や総

合型選抜などの進路にも使えるこ

とを意識した探究学習の整備が必

要である。 

また、大学全入時代
と言われるが、生徒
に進学に対するモチ
ベーションの変化は
あるのか。 

い。 ンキャンパスなど
への参加を積極的
に勧める。 
 
 

４ 
地域等との 
協働 

①学校と地域の
連携協働の「現
状と課題」を把
握し、改善を意
識した学校運営
協議会を運営す
る。 
 
 
②学校と地域の
連携協働の促進
により、地域連
携部会において
生徒と地域の両
方の将来を考え
ていく開かれた
学校づくりを進
め、地域の力を
学校運営に反映
させる。 
 

①学校運営協議会の
充実を図り、学校運
営協議会をとおして
地域と協働連携を図
り、地域の力を学校
運営に生かす。 
  
 
 
②地域連携部会等の
連携をとおして、学校
と地域がともに生徒を
育てる取組みを推進
する。 
 

①学校運営協議会

の意見や提言を生

かす取組みができ

るように各部署と

の連携を強化し、

実現に向けて取り

組む。 

 
②地域との連携を

図り、学校と地域が

ともに生徒を育てる

取組みを推進し、充

実した地域交流を

目指す。 

 

①各部署と連携し、

学校運営に生かす具

体的方策について集

約し、実現できた

か。 

  

  
 

②地域との連携協働

により、生徒の主体

的な取組みを推進・検

討し、充実した地域交

流ができたか。 

①学校運営協議会の意見や

提言を活かす取組ができ

るように各部署との連携

強化を目指した。議事録

の作成を迅速に行った。 

  

  

 

②10月に地域貢献デーを

設定し、１年生生徒が地

域清掃を行った。また、

ボランティア生徒が地域

との交流を行った。 

 旭だよりを発行し地域へ

定期的に情報を発信し

た。 

①各部署との連携をより強化す

る。様々な取組の情報の発信をさ

らに充実させていく。  

  

  

   

  

 

②地域との連携協働により、生徒

の主体的な取組みを推進し、更な

る地域交流を目指す。旭区役所

等、近隣の外部機関と旭高生が協

力しながら行える地域貢献活動を

模索していきたい。 

 

①「あさひアワー
ド」が３年目とな
り、がんばった生徒
に卒業式で特別表彰
があったのはよかっ
た。生徒の活躍を生
徒の前で共有するこ
とで良い刺激が生ま
れる。 
②生徒のボランティ
アは、本当に助かっ
ている。高校の年間
予定を教えてもらえ
れば、参加可能なボ
ランティアの機会を
もっと紹介できる。 
②同じ地域の小学校
として校種は違って
も連携していきた
い。 
②生徒のニーズが具
体的にわかれば、ロ
ータリークラブも協
力できる。 

①「あさひアワ

ード」の表彰を

継続して行い、

生徒の活躍を共

有することがで

きた。 
 

 

②生徒のボラン

ティア活動を充

実させることが

できた。生徒の

ニーズの把握と

地域との情報共

有 に 課 題 が 残

る。 

①学校運営協議会

の提言を実現でき

るようなものがあ

れば、新たな取り

組みとして取り入

れ、より良い学校

づくりにつなげて

いく。 
②ボランティア活

動の更なる充実を

図るために、高校

の年間予定などを

地域に共有する。

旭区（役所）や地

域の他校種との連

携も拡充する。さ

らに生徒のニーズ

も学校として把握

し、地域との連携

を強化する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①ICTを利活用
したさまざまな
活動を支援する
ための教育環境
を整備する。 
 
 
 
 
②生徒の防災意
識・感染対策意
識の向上に努め
る。また、SDGs
を推進するため
の意識を醸成す
る。 
 
③情報を迅速に
発信し、開かれ
た学校をつく
る。 
 
 
 
 
 
 
 

①ICT環境整備後の
各機器の使用状況を
把握するとともに、
故障時の対応など
ICT環境を適切に維
持する仕組みについ
て検討する。 
 
 
②生徒の防災意識を
高め、大災害発生に
備えての意識づけを
推進する。 
 
 
 
 
③本校の取り組みを
適切かつ迅速に発信
し、本校の魅力を広
く伝える。 
 

①設置機器の定期
点検を実施する
等、通信設備の維
持に努める。 
 
 
 
 
 
②学期毎に大災害
を想定した避難訓
練を実施する。 
 
 
 
 
③本校の魅力を適
切かつ迅速に発信
できるように本校
のホームページの
充実に取り組む。
また、他の情報発
信方法について検
討する。 
③生徒主体の学校
説明会を開催し、
魅力を伝える。ま
た、本校の魅力を
適切かつ迅速に発
信し、開かれた学
校をつくる。 
 

①ICT 機器の使用頻度
を確認するととも
に、それらが適切に
使用されていたか。 
 
 
 
 
 
②避難訓練後にアン
ケートを実施し、振
返りを行う。 
 
 
 
 
③ホームページを迅
速に更新し、充実す
ることができたか。
また、有効な情報発
信方法を見つけるこ
とができたか。 
  
  
③学校説明会のアン
ケートで 90％以上の
肯定的回答が得られ
たか。迅速に情報発
信することができた
か。 

①ICT機器等の設置機器の

定期点検を実施した。 

 

  

 

 

 

 

②１学期に予定していた放

課後の避難訓練について

は雨天中止となった。２

学期以降、実施予定であ

る。  

  

③ホームページを迅速に更

新した。また、部活動の

活動内容を生徒の主体的

な取組により、毎月更新

するように促した。 

  

  

③生徒主体の学校説明会が

実施できた。 

 1月時点で、延べ人数で

約 3,500名の中学生、保

護者に対して広報活動を

行った。 

①現在、ICT機器等の通信環境に

不具合は見つかっていない。  

  

 

 

 

 

 

②天候に左右されてしまう場合が

あるが、雨天プログラムで対応す

ることも検討したい。  

  

 

 

③ホームページ更新頻度が少ない

部活動があるため、当該部活動の

生徒へは積極的に声掛けなどを行

い、更新を促したい。 

  

  

  

③第一回学校説明会や第二回学校

説明会等のアンケートで 90％以

上の肯定的回答が得られた。今後

もより満足度の高い学校説明会を

実施していきたい。 

①全教室にモニター
が設置されていて感
心した。教員の負担
が大きいのではない
か。 
 
 
 
 
②登下校中など、地
域の中で災害が発生
した時に、どこに避
難所や防災拠点があ
るのか知る必要があ
る。大切な家族や友
人が倒れた時に備
え、心肺蘇生講習な
どを考えてはどう
か。 
 
 
 
 
③「あさひだより」
（地域への情報発
信）の紙面をもっと
充実させてはどう
か。生徒の意見など
を載せて、地域と高
校生の親しい関係を
増やしていきたい。 

①ハード面では
モニター等設置
が完了し定期的
なメンテナンス
を実施。ソフト
面では、各教科
でソフトを活用
した教材研究が
求められる。 
②学校評価部会
での助言を生か
し生徒の防災意
識を深める内容
を検討し実施す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ホームページ
の更新を迅速に
行った。また、
学校説明会の充
実を図った。 
地域への情報発
信については改
善 の 余 地 が あ
る。 

①教材として活用
できるソフトウエ
アについて情報収
集するとともに、
ハードに関しては
予算に盛り込み対
応する。 
 
 
②地域や小中校と
の連携も含めた防
災計画を立案し可
能な範囲で実施を
目指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③地域への情報発
信（あさひだよ
り）の内容を見直
し、更なる充実を
図る。 


